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令和４年度 授業実践リーフレット 
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どうやったらうまくいくかを考えてから、学習を始めるようにしている。〔4(5）〕

算数で学習した言葉を使って、自分の考えを説明している。〔8(3）〕

問題文の内容を図や表、グラフに表して考えている。〔9(3）〕

授業では、前の時間までに学習した内容と結び付けて考える時間があると思う。〔12(2）〕

学習の進め方について、一番近いと思うものを選んでください。

思う やや思う やや思わない 思わない

   現在の児童の姿 「児童・生徒の学力向上を図る調査」の分析より 

以下の４点について、本単元で重点的に改善を行う。 

 

分科会提案 

学びに向かう力を育むための指導の在り方を考える 

～「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の分析を通して～ 

研究主題 

学習で身に付けた既習事項を活用

しながら、学習課題を解決するこ

とができる。 

 

学習した用語等を提示し、それらを用

いて説明できるようにする。提示され

た用語等言葉を用いて説明することで

その意味を理解しやすくする。さらに

タブレット型端末等を使って自分の考

え方を、図や表、グラフに表して考え

られる時間を確保することでより具体

的に用語や公式の意味を理解できるよ

うにする。 

9（３）の改善 

8（３）の改善 

「問われていること」「求めるもの」

「用いる方法」を捉えた上で、解答

させる手順を踏ませる。この３つに

十分な時間を掛けて考えさせること

で、問題を正しく捉えさせていく。

この手順を繰り返すことにより、類

似問題には素早く正確に解答できる

ようにする。 

４（５）の改善 

既習事項の復習をすることで今ま

でに習った公式等を思い出し、問

題解決につながるようにする。ま

た、既習事項に自分で気が付くこ

とができるような問い掛けをする

ことで主体的に考えられるように

する。 

12（２）の改善 

 

目指す児童像 

言葉や数、式、図、表等を用いて、

自分の考えを説明することができ

る。 

 

 

見通しをもち、根拠を明らかに

しながら、筋道立てて考えるこ

とができる。 

 

 

 

 

既習事項が未定着のため、有効

に活用できない。 

用語や公式の意味を正しく理解し

た上で問題解決を図っていない。 

問題を正しく捉えられず、解決の

見通しを立てることができない。 

令和４年度 第２回 授業研究の記録 算数科分科会 



第６学年 算数科  

１ 単元名 角柱と円柱の体積の求め方を考えよう（『新しい算数６』東京書籍） 

２ 単元の目標 

（１）角柱や円柱の体積は「底面積×高さ」にまとめられることを理解し、角柱や円柱の体積を、公式を用いて求めることができる。 

（２）図形を構成する要素に着目し、角柱や円柱の体積の求め方について、直方体の体積の求め方から類推し、図や式を用いて考え、説明している。 

（３）角柱や円柱の体積の求め方を完結かつ的確な表現として、公式として導いた過程を振り返り、多面的に捉え、検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気付き学習したことを今後の生活や学習に活用 

しようとしたりしている。 

３ 本時の流れ 
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課題把握 見通し・自力解決 発表・検討 まとめ 

前時の振り返りを

し、公式を確認す

る。 

 

課題について、具体物やデジタル

コンテンツ等を活用して解決の見

通しをもつ。小グループで話し合

い自分の考えをまとめる。 

立体を回転する３Ｄ動画を

活用し、体積の求め方を考

える。小グループで話し合

い自分の考えをまとめる。 

小グループの考えを

まとめ、ムーブノー

トやTeams に送り

発表・検討をする。 

具体物を動かしたり、

ノートの図を大型ディ

スプレイに写したりし

て全体で発表する。 

学習内容の振り返りと、今

日の自分の学び方及び単元

を通しての自分の学び方に

ついての振り返りをノート

に書いてまとめる。 

学習内容の振り返りと、

今日の自分の学び方及び

単元を通しての自分の学

び方についての振り返り

を Teamsや Forms で

入力する。 

前時の振り返りを

し、公式を確認す

る。 

 

 

自分の考えを分か

りやすく説明し、伝

えることができるよ

うにするために、ICT

を活用した。 

また、友達の考え

を共有・比較し、話

し合いを深めるため

の手だてとして、ICT

を使った話し合いや

発表を行った。 

既習事項を振り

返るための時間を

設定し、4年生の

「面積」・５年生

の「体積」につい

ての既習内容の復

習を、１時間かけ

て丁寧に行った。 

５年生の時の

既習事項を想起

させ、見方を変

えれば公式に結

び付くことに自

分で気が付くこ

とができるよう

な問いかけをし

た。 

手だて３ 「解決の見通しをもち筋道立てて考えるための 

具体物・ICT・ヒントカードの活用」 

手だて１ 「既習事項の復習と、発問の工夫」 手だて２ 「自分の考えをもち説明するための ICT の活用」 

主体的に考える

ための手だてとし

て、体積を求める

必然性を感じられ

るような発問を設

定した。 

 公式のヒントカードを

児童分用意した。また、

既習事項である図形の求

積の公式を掲示した。 

ICTだけでなく、実際に具

体物を使って考えられるよ

う、補充・標準コースでは児

童数分の具体物を用意した。

また、発展・標準コース用に

３Ｄ動画を作成し、自分で見

通しをもって考える手だてと

した。 

考えのまとまらない児童の

支援や、話し合いを円滑に進

めるための手だてとして、自

分の考えを Teams やムーブ

ノートで共有した後、小グル

ープで話し合い考えをまと

め、Teamsやムーブノートで

共有した。 



 

 

 

 

 

・「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の結果では、「授業では、前の時間までに学習した内容と結び付

けて考える時間があると思う。」と答えた児童は７割程度いるものの、既習事項の定着が不十分であるという

実態があった。そこで、既習事項を復習するための単元の内容を踏まえ、教育計画に示された余剰時間を使

って既習事項を振り返るための時間を設定した。この時間の効果は大きく、児童は自信をもって既習事項を

活用しながら取り組むことができた。また、毎時間既習事項を復習することや、ICT のアニメーション機能

や具体物操作をすることにより、公式を考える思考の手だてとすることができた。 

・「児童・生徒の学力向上を図るための調査」の結果では、用語や公式の意味を正しく理解した上で問題解決を

図っていない実態があることから、意識的に繰り返し復習したり掲示したりする手だてをとった。友達と確

認しながら、言葉や数、式、図、表等を用いて、自分の考えを説明することができるようになってきた。 

・小グループで話し合うことで、各自の考えをより深めたり修正したりすることができていた。また、友達の

考えを共有・比較し、話し合いを深めるための手だてとして、ICTを使ったことで、視覚的に分かりやす

く、自分の考えを説明するための手だてとして有効であった。 

・ムーブノートや Teams・Forms を活用し、前時の内容を復習したり全員の考えを共有・比較したりするこ

とにより、児童は、自分の考えを深めたり推敲・修正したりすることができた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

手だて１ 

 

 

手だて２ 手だて３ 

 はじめに、5年生での既習事項を

用いて答えを求めたことで、安心し

て学習に取り組むことができてい

た。その際、底面の定義を確かめる

ことで、既習事項と本時の学習を結

び付けようとする児童が見られた。 

 

 児童が自分の考えを説明する際

にデジタル教科書の参考動画やム

ーブノートを活用した。それによっ

て自分の考えと他者の考えを比較

しやすくなり、よりよい体積の求め

方を考えることができた。 

 

 立体模型を一人一個ずつ配るこ

とで、具体物を実際に操作しなが

ら、底面がどこにあるか考えやすく

なっていた。友達に式を説明する際

も、立体を使いながら説明する児童

が多く見られた。 

 

児童に見られた様子 

 

「ICT 機器の活用」 「既習事項を活用した展開」 「具体物の活用」 

成果 

・既習内容の復習はできたものの、複合図形で公式を使うことのよさと底面を変えて公式に当てはめること

ができることに気付かせるのが難しかった。気付きを引き出せるような発問の工夫をした授業を普段から

心掛ける必要がある。 

・自分の考えを分かりやすく説明できるようにタブレット型端末や具体物の操作を勧めたが、自分の考えを

まとめることが難しい児童への手だてが、更に必要である。 

・各自の目標がどのように達成されているか、毎時間の評価の見取りの方法を考える必要がある。 

課題 


